
別紙

（平成25年3月31日現在）

５カ年
計画 実績 計画 実績 達成率 備考 計画

482 349 0 49 482

12,900 12,200 6,640 2,946 44.4% 26,400

面積（ha） 81 63 56 29 51.8% 393

材積（m3） 1,680 2,178 2,640 1,382 52.3% 16,160

Ｈ24年度利用間伐等における所有者への還元額（補助金含む） 1,470 円／m3

施業集約化の状況
・共有林において森林経営計画作成の同意を取得

施業プランの活用状況
・県行造林地及び崇教真光所有林において施業プランに基づき施業を実践

施業プランナーの養成状況
・（岐阜県）H24年度施業プランナー育成研修（基礎研修）を2名受講し修了

作業道の状況
・林業専用道規格作業道4路線完了。
・木材運搬先の県森連飛騨共販所へは集積箇所からの直送としたが、今後販売先の拡大を
　視野に入れ作業道残土を有効利用して中間土場を整備した。
・作業ポイントを各所に設置し、集材及び木材集積に有効利用することとした。
・切り盛り施工ができない急傾斜地が多く残土移動に労力を要したが、補助事業の規格等を
　有効活用し、コスト削減に努めた。
・集材を最大限意識した路線計画に努め、緩傾斜の尾根に支線を配するなど、効率的な利用
　間伐に繋がる路網配置が実現できた。
・路盤屋根型構造や側溝と暗渠を組み合わせた排水処理施工を実践した。
・洗越工は形状によってトラック走行の妨げになる場合があることから、谷部排水は極力管渠
　工を実施した。

　＜施工状況＞　
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作業システムの状況
・研修を兼ねてスイングヤーダによる集材を実施した。
・既設作業道を利用したウインチ集材を実施した。

　＜実施状況＞　

その他
・岐阜県主催のドイツフォレスターフォローアップ研修会に参加し、実践施工した欧州型作業
　道や将来木施業の指導を受けた。

・建設業を本業とする作業従事者に対し、伐採や造材、作業道出来形測量等に関する研修
　会の開催及び技術情報連絡等により、林業技術研鑽に努めた。

森プロの成果
・施工者が欧州型作業道を意識することにより、部分的に雨水処理対策を取り入れて施工し
　安定した路体構築に貢献できた。
・高密度に配置した既設の基幹作業道を利用し、効果的な搬出間伐を実践した。
・目標とする森林を見据え、間伐木の選木作業に一部将来木施業手法を取り入れた。

今後の課題
・事業計画時点から補助制度等が大きく改変され、当初の計画を見直す必要がある。
・作業道規格が限定され適正な森林づくりに寄与しないため、改善を求める必要がある。
・建設業者の役割が施工に限定した風潮を改め、設計や出来型測量など総合的な事業完遂
　能力を取得し、コスト削減に繋げる工夫が必要である。

　　　　＜作業道測量研修会＞ 　　　　　　　＜造材反省事例＞


